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伊
豆
山
神
社
所
蔵「
紺
紙
金
泥
般
若
心
経
〈
後
奈
良
天
皇
宸
翰
／（
伊
豆
国
）〉」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
伝
来
に
つ
い
て

栗
　
木
　
　
崇

は
じ
め
に

　

走
湯
権
現
は
伊
豆
権
現
、
走
湯
山
と
呼
ば
れ
、
箱
根
権
現
（
箱
根
神
社
）
と
あ
わ
せ
て
二
所
と
称
さ
れ
、
三
嶋
社
（
三
嶋
大
社
）
と
と

も
に
東
国
政
権
の
守
護
神
と
し
て
崇
敬
を
受
け
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
、
現
在
も
伊
豆
山
神
社
に
は
多
く
の
社
宝
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ

の
中
の
ひ
と
つ
に
重
要
文
化
財
「
紺
紙
金
泥
般
若
心
経
〈
後
奈
良
天
皇
宸
翰
／（
伊
豆
国
）〉」（
以
下
、
伊
豆
国
『
心
経
』
と
す
る
）
が
あ
る
。

　

諸
国
に
奉
納
さ
れ
た
後
奈
良
天
皇
自
筆
の
般
若
心
経
の
ひ
と
つ
で
、
伊
豆
国
『
心
経
』
が
伊
豆
山
神
社
に
伝
来
し
た
経
緯
は
不
明
と

な
っ
て
い
る（
１
）。
し
か
し
、
一
般
的
に
こ
れ
ら
の
般
若
心
経
は
諸
国
の
一
宮
に
納
め
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（
２
）、
一
説
に
は
明
治
初

期
に
三
嶋
大
社
の
国
宝
「
梅
蒔
絵
手
箱
」
と
交
換
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
（
太
田
一
九
八
七
）
（
３
）。

　

本
稿
で
は
こ
の
伊
豆
国
『
心
経
』
が
伊
豆
山
神
社
に
伝
わ
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
若
干
の
所
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
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.　

図１　紺紙金泥般若心経〈後奈良天皇宸翰／（伊豆国）〉

図２　紺紙金泥般若心経〈後奈良天皇宸翰／（伊豆国）〉（拡大）
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一
、
伊
豆
国
『
心
経
』
の
状
況

　

伊
豆
国
『
心
経
』
の
法
量
は
縦
幅
２
７
．１
㎝
で
横
幅
は
８
６
．５
㎝
（
見
返
し
１
６
．０
㎝
・
第
一
紙
４
９
．０
㎝
・
見
返
し
２
１
．５
㎝
）

を
測
る
。
軸
は
金
属
製
で
長
さ
３
２
．５
㎝
、
軸
端
が
撥
形
と
な
り
最
大
幅
２
．８
㎝
と
な
る
。
紺
紙
に
金
泥
を
用
い
て
、
見
返
し
に
散
華

を
描
き
、
罫
線
を
引
い
た
中
に
内
題
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
」、
次
の
行
か
ら
17
行
に
わ
た
っ
て
般
若
心
経
を
書
写
し
、
一
行
開
け

て
「
伊
豆
国
」
と
記
し
て
い
る
（
図
１
・
２
）。

　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
四
月
二
十
五
日
に
重
要
文
化
財
（
書
籍
・
典
籍
）
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
翌
年
十
一
月
の
伊
豆
山
神

社
の
『
寶
物
古
文
書
台
帳
』（
コ
ピ
ー
が
現
存
）
に
は
「
宝
第
三
十
六
号
」
の
項
と
し
て
「
心
経
」「
壱
巻
」「
長
九
寸
／
巾
二
尺
三
寸
五
分

／
紺
紙
金
字
／
表
紙
金
泥
蓮
華
」「
社
伝
云
北
條
氏
康
所
書
写
也
／
後
奈
良
天
皇
御
宸
筆
」「
文
学
博
士
伊
木
寿
一
氏
後
奈
良
天
皇
ノ
御
宸

筆
ナ
ラ
ン
ト
云
フ
（
國
宝
）」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
上
の
枠
外
に
は
「
…
四
月
二
十
五
日
…
省
告
示
…
」
と
追
記
さ
れ
て
い
る
（
図

３
・
４
）。

　

伊
木
寿
一
は
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
官
（
当
時
）
で
あ
り
、『
寶
物
古
文
書
台
帳
』
の
記
載
内
容
か
ら
伊
木
寿
一
の
調
査
に
よ
っ
て

北
條
氏
康
所
書
写
と
伝
わ
っ
て
い
た
「
心
経
」
が
後
奈
良
天
皇
宸
翰
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
重
要
文
化
財
指
定
（
当
時
は
国

宝
）
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
初
年
の
『
伊
豆
山
神
社
取
調
上
申
書
』
の
中
に
「
一
心
経　

壱
巻　

社
伝
云
、
北
條
氏
康
所
書
寫

也（
４
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
伊
豆
国
『
心
経
』
は
江
戸
時
代
末
に
は
北
條
氏
康
の
書
写
と
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

翰
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図3　伊豆山神社『寶物古文書台帳』表紙（コピー）
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図4　『寶物古文書台帳』の伊豆国『心経』該当部分（コピー）

翰
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二
、
後
奈
良
天
皇
宸
筆
の
般
若
心
経
が
作
製
さ
れ
た
歴
史
的
背
景

　

伊
豆
国
『
心
経
』
を
含
め
、
後
奈
良
天
皇
宸
筆
の
般
若
心
経
が
諸
国
に
奉
納
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
先
学
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る（
５
）が
、
簡
単
に
述
べ
る
と
、
後
奈
良
天
皇
は
こ
れ
よ
り
前
の
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
に
疫
病
流
行
の
終
息
を
願
い
、
嵯
峨
天
皇
の
例

に
倣
い
般
若
心
経
を
書
写
し
て
大
覚
寺
に
奉
納
し
た
。
同
八
年
の
凶
作
に
続
き
、
翌
九
年
に
は
飢
饉
疫
病
起
こ
り
、
京
で
は
毎
日
六
十
名

の
死
体
が
捨
て
ら
れ
る
と
い
う
惨
状
（『
厳
助
往
年
記
』）
に
お
い
て
、
ま
た
般
若
心
経
を
書
写
し
、
醍
醐
三
宝
院
の
義
堯
僧
正
に
修
法
を

行
わ
せ
た
。
大
覚
寺
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
に
は
「
頃
者
疾
疫
流
行
民
庶
憂
患
…
」
醍
醐
寺
に
も
「
今
茲
天
下
大
疫
万
民
多

於
死
亡
…
為

疫
病
之
妙
薬
矣
」
と
奥
書
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
疫
病
流
行
の
終
息
の
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

　

安
房
国
あ
て
の
般
若
心
経
と
と
も
に
京
都
の
曼
殊
院
に
伝
わ
る
各
国
へ
の
伝
達
者
の
名
前
を
書
き
あ
げ
た
目
録
『
心
経
被
遣
諸
国
覚
』

に
よ
っ
て
、
天
文
十
四
年
に
至
る
ま
で
に
多
数
の
心
経
を
謹
書
し
、
同
年
二
月
二
十
一
日
ま
で
に
河
内
よ
り
近
江
ま
で
の
十
八
か
国
の.

伝
達
者
が
決
定
し
、
そ
れ
よ
り
の
ち
に
伊
豆
国
を
含
め
た
残
り
六
か
国
が
決
定
、
国
々
は
合
わ
せ
て
二
十
五
か
国
に
及
ぶ
こ
と
が
確
認
で

き
る
。

　

現
存
す
る
「
心
経
」
は
７
件
あ
る
が
（
表
１
）、
受
領
者
が
判
明
し
て
い
る
も
の
は
越
後
、
甲
斐
、
肥
後
の
３
件
で
、
長
尾
晴
景
、
武

田
晴
信
、
阿
蘇
惟
豊
が
受
領
し
て
い
る
。
ま
た
曼
殊
院
に
は
陸
奥
国
の
蘆
名
盛
舜
が
受
領
し
た
こ
と
を
示
す
請
文
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
各
国
の
有
力
な
戦
国
大
名
で
あ
る
。
し
か
し
奉
納
先
に
つ
い
て
は
、
肥
後
の
み
阿
蘇
社
と
女
房
奉
書
で
指
定
さ
れ
て
い
る
が（
６
）、

一

宮
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
く
、　

現
存
す
る
史
料
群
か
ら
は
、
諸
国
の
一
宮
で
あ
る
こ
と
が
奉
納
先
の
決
定
的
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
は

確
認
で
き
な
い
。
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三
、
伊
豆
国
『
心
経
』
が
も
た
ら
さ
れ
た
頃
の
駿
豆
国
境
の
状
況

　

当
時
伊
豆
国
を
支
配
し
て
い
た
小
田
原
北
條
氏
と
駿
河
の
今
川
氏
は
甲
斐
の
武
田
氏
に
対
抗
す
る
た
め
同
盟
関
係
で
あ
っ
た
が
、
天
文

六
年
に
武
田
と
今
川
が
同
盟
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
條
氏
は
駿
東
地
域
（
河
東
）
に
攻
め
込
み
富
士
吉
原
ま
で
占
拠
し
、
今
川
と
対
立

す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
第
一
次
河
東
一
乱
）。

　

同
十
年
に
北
條
は
氏
綱
か
ら
氏
康
に
代
替
わ
り
し
、
武
田
も
晴
信
（
信
玄
）
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
信
虎
が
駿
河
に
追
放
さ
れ
、
北
條

と
武
田
で
関
係
改
善
が
図
ら
れ
な
が
ら
も
小
競
り
合
い
が
続
い
て
お
り
、
同
十
三
年
に
東
国
へ
下
っ
た
連
歌
師
宗
牧
は
『
東
国
紀
行
』
に

「
駿
豆
再
乱
」
と
記
し
て
い
て
、
す
で
に
不
穏
な
状
態
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

翌
十
四
年
、
聖
護
院
道
増
が
三
月
二
十
六
日
以
降
に
駿
河
へ
行
き
、
四
月
二
日
に
甲
府
、
七
月
七
日
に
駿
河
に
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

肥
後

周
防

三
河

甲
斐

安
房

越
後

伊
豆

旧
国
名

西
巌
殿
寺

周
防
国
分
寺

西
尾
市
岩
瀬
文
庫

浅
間
神
社

曼
殊
院

上
杉
神
社

伊
豆
山
神
社

現
所
有
者

烏
丸
光
康

烏
丸
光
康

三
条
公
頼

聖
護
院
道
増

報
恩
院
源
雅

勧
修
寺
尹
豊

聖
護
院
道
増

伝
達
者 

未
遂
含
む

阿
蘇
惟
豊

大
内
義
隆

今
川
義
元

武
田
晴
信

里
見
義
堯

長
尾
晴
景

北
條
氏
康

戦
国
大
名

阿
蘇
社
へ
奉
納
を
指
示
す
る
女
房
奉
書
あ
り

京
都
の
古
書
店
よ
り
岩
瀬
弥
助
が
購
入

天
文
十
九
年
四
月
二
十
日
の
武
田
晴
信
の
添
書
あ
り

伝
達
者
が
下
向
で
き
ず

長
尾
晴
景
あ
て
の
綸
旨
あ
り

江
戸
時
代
に
は
北
条
氏
康
の
書
写
と
伝
わ
る

備
　
　
考

一
九
〇
六
年
　
四
月
十
四
日

一
九
一
〇
年
　
四
月
二
〇
日

一
九
五
七
年
　
二
月
十
九
日

一
九
〇
五
年
　
四
月
　
四
日

一
九
一
六
年
　
五
月
二
四
日

一
九
三
八
年
　
七
月
　
四
日

一
九
二
七
年
　
四
月
二
五
日

重
要
文
化
財
指
定
年
月
日

表１　現存する「心経」一覧

翰
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て
お
り
（『
為
和
集
』『
高
白
斉
記
』）、
こ
の
間
に
小
田
原
へ
行
き
、

和
睦
仲
介
の
使
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
般
若
心
経
を

北
條
氏
に
渡
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
和
睦
に
は
至
ら
ず
、
八
月

に
は
今
川
義
元
が
出
陣
し
、
九
月
十
六
日
に
は
吉
原
城
が
陥
落
、
北

條
軍
を
三
島
ま
で
退
却
さ
せ
、
九
月
二
十
一
日
に
は
長
窪
城
（
駿
東

郡
長
泉
町
城
山
）
に
義
元
の
本
陣
が
置
か
れ
た
。
十
月
二
十
九
日
に

な
っ
て
北
條
氏
が
駿
東
地
域
を
放
棄
す
る
こ
と
で
和
睦
が
成
立
し
、

駿
東
郡
は
今
川
側
に
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
第
二
次
河
東

一
乱
）。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
伊
豆
半
島
の
西
側
の
三
島
周
辺
が
両
者
の
境

と
な
り
、
北
條
、
今
川
、
武
田
の
同
盟
が
破
棄
さ
れ
た
後
に
は
武
田

が
駿
東
に
侵
攻
す
る
た
び
に
紛
争
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
長
窪
城
と

三
嶋
大
社
の
直
線
距
離
は
四
㎞
弱
と
近
接
し
て
お
り
、
仮
に
伊
豆
国

『
心
経
』
を
強
奪
、
滅
失
さ
れ
た
場
合
、
伊
豆
国
を
支
配
す
る
立
場

と
し
て
の
面
目
が
潰
れ
る
こ
と
に
な
り
、
特
に
代
替
わ
り
し
た
ば
か

り
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
北
條
氏
と
し
て
は
三
嶋
社
へ
の
奉
納
は

リ
ス
ク
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
当
然
と
思
わ
れ
る
。

図５　関係地位置図
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お
わ
り
に

　

最
後
に
伊
豆
国
『
心
経
』
の
伝
来
経
緯
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
、
天
文
十
四
年
ま
で
に
は
写
経
さ
れ
、
二
月
二
十
一
日
以
降
に
伝
達
者

が
聖
護
院
道
増
に
決
定
し
、
三
月
二
十
六
日
～
七
月
七
日
の
間
に
駿
府
か
ら
甲
府
へ
行
き
、
駿
府
に
帰
る
ま
で
の
間
に
小
田
原
へ
も
寄

り
、
三
者
の
和
睦
の
仲
介
を
行
う
と
と
も
に
北
條
氏
へ
渡
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
奉
納
に
つ
い
て
は
、
他
国
の
事
例
か
ら
奉

納
先
が
一
宮
で
あ
る
か
ど
う
か
は
重
要
な
要
件
で
な
く
、
甲
斐
で
は
奉
納
の
時
期
が
受
領
か
ら
五
年
後
の
天
文
十
九
年
と
時
間
差
が
あ
っ

た
り
、
越
後
の
よ
う
に
そ
の
ま
ま
大
名
家
の
手
元
に
残
っ
た
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
最
終
的
に
は
受
け
取
っ
た
戦
国
大
名
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
伊
豆
国
『
心
経
』
を
受
領
し
た
北
條
氏
と
し
て
は
河
東
の
乱
の
後
も
度
々
紛
争
地
帯
と
な
る
よ
う
な
伊
豆
・
駿
河
の
国

境
に
近
い
三
嶋
社
に
奉
納
す
る
よ
り
も
、
伊
豆
半
島
の
東
側
に
位
置
し
て
比
較
的
安
全
で
あ
り
、
三
嶋
社
、
箱
根
山
と
共
に
東
国
政
権
の

守
護
神
的
な
走
湯
山
を
選
択
し
た
と
考
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
は
天
皇
の
宸
翰
と
い
う
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
も
北
條
氏
康
の
書
写
と
い
う

形
で
北
條
氏
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
記
憶
が
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註

（
１
）
大
場
磐
雄
「
官
國
弊
社
寶
物
物
語
」『
神
社
協
會
雑
誌
』
第
三
六
年
一
號
昭
和
十
一
年
に
よ
る
。

（
２
）『
山
梨
県
史　

文
化
財
編
』
平
成
十
一
年
な
ど
、
山
梨
県
、
愛
知
県
、
山
口
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
諸
国
の
一
宮
に
奉
納
し
た

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
地
元
の
郷
土
史
家
の
太
田
公
男
氏
の
著
作
『
熱
海
物
語
』
昭
和
六
十
二
年
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
多
分
、
明
治

翰
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維
新
頃
般
若
院
別
当
後
の
伊
豆
山
神
社
の
神
主
、
大
谷
能
憲
が
妻
を
、
三
島
大
社
の
（
矢
）
田
部
盛
治
の
妹
を
迎
え
た
時
に
一
緒
に

持
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
伊
豆
山
神
社
に
あ
っ
た
東
山
殿
十
二
之
手
箱
と
伝
え
ら
れ
る
北
條
政
子
の
梨
地
に
菊

枝
の
蒔
絵
の
箱
入
一
組
を
三
島
神
社
に
も
っ
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
伊
豆
山
古
老
伝
）。」

（
４
）
神
道
体
系
編
纂
会
『
神
道
体
系　

神
社
編
二
十
一　

三
島
・
箱
根
・
伊
豆
山
』
平
成
二
年
に
よ
る
。

（
５
）
赤
尾
栄
慶
「
御
奈
良
天
皇
宸
翰
「
般
若
心
経
」
解
説
篇
」・
下
坂
守
「
御
奈
良
天
皇
宸
翰
「
般
若
心
経
」
資
料
篇
」『
御
奈
良
天
皇

宸
翰
紺
紙
金
泥
般
若
心
経
』
平
成
元
年
な
ど
を
参
照
。

（
６
）
工
藤
敬
一
「
シ
リ
ー
ズ
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
蔵
特
殊
資
料
紹
介
10　

重
要
文
化
財　

阿
蘇
家
文
書
（
34
巻
36
冊
）」『
東
光
原　

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
報
』
平
成
六
年
を
参
照
。
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